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は
じ
め
に

　

前
稿
「
眞
山
青
果
文
庫
調
査
余
録
」（『
調
査
研
究
報
告
』
41
号
）
で
は
、
星
槎
ラ

ボ
ラ
ト
リ
ー
に
蔵
す
る
厖
大
な
「
直
筆
原
稿
、稿
本
、研
究
ノ
ー
ト
、メ
モ
類
、日
記
、

書
簡
等
の
肉
筆
資
料
」
の
貴
重
さ
と
、
そ
の
整
理
を
継
続
す
る
必
要
を
述
べ
、
比
較

的
多
数
の
書
簡
を
紹
介
し
た
。
本
稿
以
降
、
そ
の
続
篇
と
し
て
、
日
記
を
紹
介
す
る
。

　

作
家
そ
の
人
を
知
る
資
料
と
し
て
第
一
に
参
照
す
べ
き
は
日
記
、
第
二
に
は
書
簡

で
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、
真
山
青
果
全
集
に
日
記
、
書
簡
の
巻
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

星
槎
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
明
治
四
十
二
年
か
ら
昭
和
十
五
年
に

か
け
て
の
日
記
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
そ
の
多
く
は
断
片
的
で
、
研
究
メ
モ
の
類

に
埋
も
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
十
四
年
は
十
二
月
十
日
と
十
二
日
、

昭
和
十
五
年
は
元
旦
か
ら
七
日
の
分
し
か
見
あ
た
ら
な
い
。
日
記
を
毎
日
書
く
習
慣

が
な
く
、
散
発
的
に
し
か
書
い
て
い
な
い
か
ら
で
、
そ
の
中
で
例
外
的
に
ま
と
ま
っ

た
も
の
と
し
て
あ
る
の
が
「
昭
和
四
年
・
五
年
日
記
」［
函
架
番
号
081
］
で
あ
る
。

　

研
究
メ
モ
の
類
が
過
半
を
占
め
る
の
は
他
と
同
様
な
の
で
、
と
り
あ
え
ず
、
残
存

す
る
日
記
部
分
の
全
て
を
抽
出
す
る
作
業
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の
前
半
、
昭
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
昭
和
四

年
末
（
十
二
月
に
は
、
も
と
も
と
二
十
日
付
の
分
し
か
記
載
が
な
い
）
ま
で
で
あ
る
。

　

昭
和
四
年
三
月
八
日
の
後
に
22
ペ
ー
ジ
、
九
月
八
日
の
後
に
６
ペ
ー
ジ
分
の
欠
落

が
あ
り
、
紛
失
も
し
く
は
廃
毀
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
青
果

の
日
記
記
載
は
、
お
お
む
ね
一
日
１
ペ
ー
ジ
で
、
大
き
な
欠
損
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、昭
和
三
年
の
十
二
月
か
ら
昭
和
四
年
の
日
記
が
始
ま
る
の
は
、師
走
に
な
っ

て
新
し
い
年
か
ら
日
記
を
、
と
の
発
想
に
至
っ
た
か
ら
で
、「
明
治
四
十
三
年 

当
用

日
記　

博
文
館
発
行
」
に
「
こ
の
日
記
は
四
十
二
年
十
二
月
十
二
日
よ
り
初
」
ま
り

「
四
十
二
年
の
分
は
こ
の
日
記
の
十
二
月
の
ト
コ
に
あ
り
」
と
す
る
先
例
が
あ
る
。

［
翻
刻
］
青
果
日
記
（
昭
和
三
年
・
昭
和
四
年
）
︱
眞
山
青
果
文
庫
調
査
余
録
（
二
）︱

青
木
稔
弥
・
青
田
寿
美
・
内
田
宗
一
・
高
野
純
子
・
寺
田
詩
麻

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

 

眞
山
青
果
文
庫
・
青
果
旧
蔵
書
・
青
果
日
記
・
星
槎
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
・
西
鶴
研
究
・
沢

田
正
二
郎
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凡
例

・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・
変
体
仮
名
や
合
字
な
ど
は
、
通
行
の
仮
名
字
体
に
改
め
た
。

・
仮
名
遣
い
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
表
記
に
従
う
。

・
明
ら
か
に
濁
点
を
必
要
と
す
る
場
合
は
補
っ
た
。

・
明
ら
か
な
脱
字
は
、
適
切
な
語
句
を
本
文
行
で
〔　

〕
の
中
に
補
っ
た
。

・ 

明
ら
か
な
誤
記
は
、
ル
ビ
行
に
（
マ
マ
）
と
傍
記
し
た
。
た
だ
し
、
日
付
の
誤
り

は
訂
正
し
た
。

・
底
本
の
振
り
仮
名
は
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

・
字
下
げ
や
句
読
点
は
底
本
マ
マ
と
し
、
翻
刻
者
が
補
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

・
底
本
に
加
筆
や
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
を
反
映
し
た
。

・
判
読
不
能
の
箇
所
は
、
□
□
で
示
し
た
。

・ 

日
記
以
外
の
要
素
（
研
究
メ
モ
等
）
を
日
付
の
記
載
な
く
記
し
て
い
る
場
合
は
、

翻
刻
の
対
象
外
と
し
た
。
同
様
の
挟
み
物
類
も
除
外
し
た
。

・
本
稿
巻
末
に
人
名
索
引
を
附
し
た
。

〔
附
記
〕

　

本
稿
は
、
星
槎
グ
ル
ー
プ
「
眞
山
青
果
蔵
書
研
究
助
成
事
業
」
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
画
像
の
撮
影
な
ら
び
に
掲
載
に
つ
い
て
、
星
槎
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
よ
り
御
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日記本文

「昭和四年・五年日記」 表紙
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翻
刻

昭
和
三
年

十
二
月
廿
八
日

　

今
年
の
事
納
め
の
日
と
な
す
。
婦
人
公
論
の
小
説
を
書
き
残
し
た
れ
ど
も
、
宿
願

の
西
鶴
辞
典
編
輯
に
年
内
よ
り
着
手
す
る
た
め
強
い
て
雑
誌
社
の
諒
解
を
求
め
た
る

な
り
。

　

小
松
川
、
新
宿
、
千
駄
ヶ
谷
、
豊
島
等
の
小
児
集
り
て
ク
リ
ス
マ
ス
の
祭
を
な
す
。

賑
や
か
な
り

　

大
阪
中
村
積
徳
堂
よ
り
、
注
文
の
新
吉
原
常
々
草
、
三
才
図
絵
の
大
本
、
京
絵
図

二
種
、
延
宝
の
大
雑
書
な
ど
到
着
す
。

十
二
月
二
十
九
日

　

晴
。
終
日
失
墜
を
読
む
。
ノ
ー
ト
製
作
に
は
未
だ
着
手
せ
ず
。
午
後
福
井
野
紅
君
、

鈴
木
氏
亨
君
来
訪
。
鈴
木
君
は
山
口
剛
氏
を
訪
ふ
て
西
鶴
研
究
助
手
の
相
談
を
な
し
、

そ
の
帰
途
な
り
。
適
当
な
る
人
あ
り
と
云
ふ
。

　

夕
方
鷲
尾
君
来
訪
。
脚
本
の
周
旋
を
頼
ま
る
。

　

佐
藤
鶴
吉
君
（
元
禄
文
学
辞
典
著
者
来
訪
。
西
鶴
に
つ
き
二
時
間
ほ
ど
話
す
。
初

対
面
な
り
。
中
央
公
論
に
同
辞
典
の
批
評
を
書
き
た
る
た
め
、
そ
の
礼
に
来
り
し
な

り
。
菓
子
折
な
ど
送
ら
る

［
頭
書
］
課
定
。
常
々
草　

第
二
回
精
査　

吉
原
失
墜 

参
考
。

十
二
月
三
十
日

　

晴
。
あ
た
ゝ
か
し
。

　

吉
原
失
墜
を
読
む
う
ち
日
次
紀
事
を
検
す
る
必
要
あ
り
て
同
書
を
出
し
、
今
度
は

そ
れ
に
引
掛
り
て
終
日
読
耽
る
。

　

尾
崎
久
弥
君
に
常
々
草
、
永
見
君
に
諸
艶
大
鑑
、
借
用
書
を
返
送
す
。
紅
屋
羊
羹

一
箱
づ
ゝ
送
る
。

　

午
後
孚
水
書

（
マ
マ
）房
の
主
人
新
吉
原
常
々
草
の
原
刻
本
を
持
ち
来
る
。
よ
く
ゝ
ゝ
同
書

に
縁
の
あ
る
こ
と
お
か
し
く
高
価
な
れ
ど
も
買
入
れ
を
約
す
。
金
七
百
円
と
い
ふ
。

来
春
支
払
の
約
束
に
て
内
金
百
円
渡
す
。

　

指
方
君
浄
書
の
カ
ー
ド
を
持
来
る
。
筆
耕
料
四
十
円
ほ
ど
な
り
。
夜
、
黒
川
一
君

歳
暮
の
礼
に
来
る
。
余
に
食
品
二
種
、
小
児
等
へ
は
菓
子
類
。

　

家
族
全
部
を
つ
れ
て
大
木
戸
ふ
く
べ
に
お
で
ん
を
食
ひ
に
行
く
。
和
田
君
留
守
番
。

十
二
月
卅
一
日

　

曇
。
寒
し
。

　

午
前
二
時
半
目
覚
む
。
そ
の
ま
ゝ
五
時
頃
起
床
。

　

昨
日
買
入
の
常
々
草
を
見
れ
ば
宝
暦
の
再
摺
本
な
り
。
奥
附
も
検
査
せ
ざ
り
し
軽

率
さ
、
わ
れ
な
が
ら
恥
か
し
。
わ
れ
に
は
全
く
不
用
の
本
な
り
。
和
田
君
を
労
し
て

孚
水
画
房
に
交
渉
せ
し
む
。
先
方
も
恐
縮
し
て
快
く
破
談
を
承
諾
せ
し
由
な
り
。
終

日
読
書
。
払
残
り
の
書
出
し
来
り
て
煩
さ
し
。
二
十
不
孝
な
ど
読
む

　

午
後
三
時
頃
孚
水
画
房
来
り
新
小
夜
嵐
を
見
せ
る
。
さ
も
で
入
用
な
ら
ね
ど
昨
日

の
こ
と
あ
り
買
入
れ
る
。
三
百
円
と
云
ふ
を
一
割
引
か
し
む
。

新
国
劇
俵
藤
君
来
る
。
金
も
ち
来
る
。
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夜
年
越
の
膳
に
向
ふ
。
指
方
君
遅
く
来
る
。
鈴
木
氏
亨
君
歳
暮
の
礼
に
来
ら
る
。

一
月
一
日

晴
れ
て
静
か
な
る
元
日

零
一
五
時
半
に
起
き
て
宮
城
前
の
拝
賀
に
ゆ
く
。
彼
の
帰
宅
を
ま
ち
て
雑
煮
の
膳
に

座
る
。

西
鶴
を
読
む
。
ふ
と
思
ひ
立
ち
て
夕
方
よ
り
西
鶴
著
書
出
版
者
研
究
を
初
む
。
彼
の

江
戸
居
住
い
よ
ゝ
ゝ
明
か
に
な
る
心
地
す
。
近
来
の
収
獲
な
り
。

夜
小
児
等
を
相
手
に
重
詰
に
て
飲
む
。

［
頭
書
］
西
鶴
著
書
発
刊
者
調
査

一
月
二
日

晴
。
風
あ
り
て
寒
し
。

四
時
目
覚
む
。
西
鶴
論
の
腹
案
な
ど
定
む
。

八
時
頃
、
一
浴
し
来
り
て
昨
日
の
研
究
を
つ
ゞ
く
。

和
田
君
来
賀
。
高
橋
先
生
、
指
方
君
来
賀
。

午
後
三
時
頃
、松
本
賛
吉
君
年
賀
に
来
る
。
出
て
応
接
す
る
う
ち
、伊
藤
茂
雄
君
来
賀
。

一
酌
。

夜
八
時
ご
ろ
臥
床
。

こ
の
日
朝
伊
藤
茂
雄
君
に
投
書
。
西
鶴
論
中
央
公
論
二
月
号
に
掲
載
し
た
き
た
め
な

り
。

一
月
三
日

晴 

寒
し
。

四
時
頃
目
覚
む
。
読
書
。

午
前
婦
人
公
論
を
書
出
さ
ん
と
し
て
能
は
ず
。
西
鶴
出
版
書
肆
の
カ
ー
ド
整
理
な
ど

に
つ
と
む
。

午
後
も
同
じ
。
梅
本
某
氏
来
る
。

一
月
四
日

晴 

寒
し

こ
の
朝
せ
つ
子
咳
嗽
し
き
り
な
り
。
家
内
騒
動

婦
人
公
論
の
小
説
書
か
ん
と
し
て
机
に
向
ひ
た
れ
ど
、
西
鶴
論
（
西
鶴
の
江
戸
浅
草

住
居
）
が
気
に
か
ゝ
り
て
書
け
ず
。
雑
書
考
察
に
ひ
ま
ど
る
。
真
実
伊
勢
な
ど
読
む
。

西
鶴
著
書
出
版
年
表
を
浄
書
せ
し
む
。
和
田
君
の
仕
事
は
じ
め
な
り
。

夜
、
零
一
み
ほ
子
和
田
君
を
つ
れ
て
オ
ザ
ワ
に
晩
食
す
。

一
月
五
日

晴
。
寒
気
や
ゝ
ゆ
る
む
。

う
か
ゝ
ゝ
と
し
て
正
月
も
五
日
と
な
る
。

終
日
読
書
。
江
戸
居
住
時
代
の
西
鶴
に
つ
い
て
腹
案
な
ど
定
む
。
名
古
屋
尾
崎
久
弥

君
よ
り
来
書
。
甚
し
き
窮
迫
を
訴
へ
来
る
。
同
情
に
耐
え
ず
、
一
策
を
申
送
る
。
且

つ
西
鶴
肖
像
（
延
宝
六
年
、
武
家
ら
し
き
姿
の
由
）
に
つ
い
て
頼
状
を
出
す
。
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一
月
六
日

寒
け
れ
ど
晴
れ
て
、
風
は
げ
し
。

終
日
婦
人
公
論
の
た
め
に
机
に
向
ふ
。
正
午
頃
小
栗
儀
造
君
上
京
の
電
話
あ
り
。
夜

間
面
会
を
約
す
。
高
橋
菊
三
郎
先
生
令
室
来
訪
。

夜
、
八
時
迄
待
ち
た
れ
ど
小
栗
氏
来
ら
ず
。
遠
慮
し
て
帰
名
せ
る
か
。

一
月
七
日

晴
。

足
部
に
湯
た
ん
ぽ
二
つ
入
れ
て
婦
人
公
論
を
書
く
。

と
か
く
西
鶴
に
心
奪
は
れ
て
仕
事
す
ゝ
ま
ず
。

零
一
の
学
友
等
遊
び
に
来
る
。

［
頭
書
］
図
法
師
。
看
技
の
類
か
。
師
宣
の
絵
本
伽
羅
や
の
条
に
出
づ
。

一
月
八
日

晴勉
強
し
て
婦
人
公
論
の
た
め
に
書
く
。
苦
し
ま
ぎ
れ
の
間
に
合
せ
な
り
。
午
後
も
書

い
て
五
時
半
頃
終
る
。

山
口
剛
君
へ
初
め
て
書
状
を
出
す
。
み
ほ
子
お
婆
さ
ん
と
鈴
木
氏
亨
君
へ
年
始
に
ゆ

く
。

や
な
ぎ
樽
研
究
、
歌
謡
集
成
、
史
苑
、
東
北
印
刷
（
刈
田
郡
誌
）
集
古
等
へ
こ
の
年

の
会
費
納
付
。

午
前
沢
田
正
二
郎
君
来
る
。
三
月
狂
言
の
頼
み
な
り
。

（
後
按
、
こ
の
前
日
な
る
べ
し
）

一
月
九
日

晴
。
日
中
は
あ
た
ゝ
か
し
。

朝
よ
り「
井
原
西
鶴
の
江
戸
居
住
時
代
」を
書
き
初
む
。
鼻
風
う
る
さ
く
稿
す
ゝ
ま
ず
。

ち
よ
を
使
し
て
水
守
君
母
堂
の
病
気
見
舞
に
や
る
。
丁
寧
な
る
礼
状
来
る
。

午
後
山
口
剛
君
の
紹
介
状
を
も
ち
綿
谷
雪
君
来
訪
。
西
鶴
研
究
助
手
志
望
な
り
。
話

し
て
見
る
に
適
任
ら
し
ゝ
。
即
ち
一
代
男
の
語
彙
集
成
を
托
す

一
月
十
日

晴終
日
、
西
鶴
の
江
戸
居
住
時
代
を
書
く
。
頭
痛
を
覚
ゆ
。
午
後
和
田
君
を
使
し
て
原

稿
出
来
た
ゞ
け
二
十
枚
、
中
央
公
論
社
に
送
る
。
塩
釜
佐
藤
に
山
本
よ
り
海
苔
を
送

ら
し
む
。

一
月
十
一
日

晴頭
痛
は
げ
し
。
西
鶴
論
稿
を
や
す
む
。
中
央
公
論
島
中
氏
に
書
を
送
り
て
、
同
文
は

三
月
号
に
延
期
す
。

夕
刻
、
鈴
木
氏
亨
氏
来
訪
。
畠
中
蓼
波

（
マ
マ
）君
を
招
き
て
四
谷
ふ
く
べ
に
て
晩
食
す
。
泥

酔
し
て
後
の
こ
と
知
ら
ず
。
慚
愧
々
々
。
午
前
三
時
半
帰
宅
。
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一
月
十
二
日

晴午
後
一
時
半
起
床
。
小
児
等
に
も
わ
ら
は
る
。

午
後
三
時
綿
谷
君
来
る
。
西
鶴
語
彙
打
合
せ
の
た
め
也

今
夜
、千
駄
ヶ
谷
、小
松
川
の
小
児
等
集
り
て
遊
ぶ
。
酒
少
し
過
ぐ
。
小
児
等
と
ま
る
。

一
月
十
三
日

晴一
昨
夜
の
泥
酔
慚
愧
甚
し
諸
方
に
わ
び
状
を
出
す

終
日
読
書

午
後
白
石
慶
三
氏
夫
人
来
訪
。

一
月
十
四
日

読
書

一
月
十
五
日

晴午
前
読
書
。

午
後
一
時
よ
り
星
岡
茶
寮
に
ゆ
く
。
予
て
よ
り
約
束
に
て
桜
井
忠
温
君
と
面
会
。
乃

木
将
軍
の
話
を
聞
く
。

帰
途
ふ
と
思
ひ
つ
き
水
守
君
訪
問
。
江
戸
源
へ
行
き
て
飲
む
。
し
の
ゝ
め
に
寄
る
。

和
田
君
来
る
。

一
月
十
六
日

晴午
前
読
書
。

午
後
岡
本
霊
華
夫
人
来
訪
。
今
後
の
生
活
問
題
に
つ
き
相
談
を
う
く
。

今
日
午
後
三
時
山
口
剛
君
訪
問
の
筈
な
り
し
が
、
綿
谷
君
来
り
て
十
八
日
に
延
期
。

夜
、
浅
倉
寅
雄
君
来
る
。
例
の
伊
達
安
芸
銅
像
の
相
談
な
り
。

一
月
十
七
日

晴暁
三
時
頃
六
畳
に
大
鼠
入
り
た
り
と
て
家
内
み
な
起
出
づ
る
。
そ
の
た
め
晏
起
、
七

時
起
床
。

午
前
西
鶴
論
を
書
く
。
正
午
頃
野
呂
瀬
君
来
訪
。
岡
本
遺
族
問
題
に
つ
き
佐
藤
紅
緑

氏
と
の
仲
介
者
と
し
て
来
り
し
な
り
。

午
後
論
文
を
書
く
。

一
月
十
八
日

晴　

後
曇
る

午
前
読
書

午
後
三
時
半
山
口
剛
氏
訪
問
。
初
対
面
な
り
。
寛
談
午
後
九
時
過
ぎ
に
及
ぶ
。
酒
食

を
も
て
な
さ
る
。
学
徒
の
話
は
さ
す
が
に
よ
し
。

一
月
十
九
日
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晴読
書
。
鈴
木
敏
也
氏
の
五
人
女
評
注

（
マ
マ
）を

読
む
。
あ
ま
り
ノ
ン
キ
な
る
読
方
な
り
。
こ

の
人
に
西
鶴
は
無
理
な
り
。

午
後
黒
川
一
君
来
訪
。

一
月
廿
日

晴
。

午
前
西
鶴
の
江
戸
居
住
を
訂
正
浄
書
す
。
一
浴
。

日
曜
な
れ
ど
和
田
君
来
る
。
叱
り
て
仕
事
を
与
へ
ず
。
浅
倉
君
の
た
の
み
に
て
午
後

四
時
ふ
く
べ
に
て
額
田
六
福
君
と
会
食
す
。
か
な
り
酔
ふ
。
菱
木
へ
立
寄
る
。

一
月
廿
一
日

晴
、
曇
る
。

宿
酔
の
気
味
。
午
前
読
書
。

一
月
廿
二
日

晴読
書

一
月
廿
三
日

一
月
廿
四
日

一
月
廿
五
日

晴好
色
一
代
女
を
購
ふ
。
村
口
書
店
、
金
一
千
七
百
五
十
円
、
山
口
剛
君
の
世
話
な
り
。

鈴
木
君
畠
井
君
来
る
。
小
判
十
一
両
を
ラ
ヂ
オ
放
送
す
た
め
な
り
。
已
を
得
ず
承
諾

す一
月
廿
六
日

晴読
書

午
後
指
方
君
来
る
。
俵
藤
君
来
る
。

綿
谷
君
来
る
。
山
口
君
よ
り
西
鶴
全
集
俳
諧
篇
を
送
ら
る
。

一
月
廿
七
日

晴三
月
三
日

空
晴
れ
て
風
つ
よ
し
。

富
士
山
見
ゆ
。
沢
田
君
絶
望
と
云
ふ
。
旧
稿
訂
正
。
午
後
三
時
カ
キ
ガ
ラ
町
安
井
病

院
を
見
舞
ふ
。
牧
野
良
三
君
、
中
村
吉
蔵
君
、
仲
木
貞
一
君
そ
の
他
数
名
あ
り
。
菊

池
寛
君
も
来
る
。
絶
望
な
り
。
新
聞
記
者
に
包
囲
せ
ら
れ
談
話
謝
絶
の
方
法
に
苦
し

む
。
九
時
頃
帰
宅
。
国
木
田
の
ミ
ド
リ
さ
ん
、
と
み
を
な
ど
居
る
。
一
酔
し
て
眠
る
。

○
松
山
衣
山
二
神
文
六
と
い
ふ
人
よ
り
田
舎
製
の
麦
み
そ
。
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三
月
四
日

晏
起
。
八
時
。
空
晴
る
。
名
古
屋
尾
崎
君
に
電
報
、
出
京
延
期
せ
し
む
。

沢
田
遂
に
起
た
ざ
る
由
。
午
後
一
時
〇
二
分
永
眠
。

三
時
頃
安
井
病
院
に
ゆ
く
。
夕
刻
家
に
帰
る
。

新
宿
の
妹
来
る
。
こ
の
夜
遅
く
吉
野
作
造
君
来
訪
の
電
話
あ
り
。
晩
酌
し
つ
ゝ
待
つ
。

来
ら
ず
。
大
酔
。
と
み
を
ひ
で
九
時
過
ぎ
帰
り
去
る

会
津
伊
藤
伸
子
と
い
ふ
人
よ
り
九
重
、
乾
き
く
ら
げ
送
り
来
る
。

三
月
五
日

曇
天
。
宿
酔
。

吉
野
君
昨
夜
十
時
頃
来
り
し
も
門
鎖
し
あ
り
し
と
い
ふ
。
ち
よ
女
の
失
錯
な
る
べ
し
。

仙
台
ち
よ
お
ば
よ
り
サ
ツ
マ
揚
。
翁
久
允
君
よ
り
越
中
名
産
の
鱩

ハ
タ
〳
〵

送
り
来
る
。

三
月
六
日

晴
。
や
ゝ
寒
し
。

午
前
午
後
婦
人
公
論
の
た
め
に
書
く
。
昼
過
指
方
君
来
る
。
沢
田
君
に
つ
い
て
の
記

事
を
求
む
る
也
。
よ
き
程
に
答
へ
置
く
。

今
日
あ
た
り
の
新
聞
を
見
れ
ば
沢
田
も
や
う
や
く
英
雄
ら
し
く
な
れ
り
。
苦
々
し
き

事
な
り
。
人
は
皆
か
れ
が
人
気
の
以
外
に
立
た
ん
と
し
て
心
ひ
そ
か
に
苦
悶
し
ゐ
た

る
こ
と
は
知
ら
ぬ
と
見
ゆ

三
月
七
日

晴
。
寒
し
。

午
前
講
談
ク
ラ
ブ
の
た
め
旧
稿
な
ど
訂
正

午
後
帝
国
劇
場
宇
野
四
郎
君
来
訪
。
幸
四
郎
か
ん
弥
の
た
め
に
乃
木
将
軍
の
上
演
を

乞
は
る
。
沢
田
の
た
め
に
書
き
た
る
も
の
な
れ
ば
謝
絶
す
。

歯
の
た
め
か
右
の
頬
は
れ
上
り
頭
痛
を
覚
ゆ

香
奠
を
持
た
せ
て
和
田
君
を
沢
田
君
の
通
夜
に
や
る
。

○
お
の
ぶ
よ
り
鰹
の
塩
辛
。

三
月
八
日

晴
。
寒
し
。

頬
は
れ
て
気
分
悪
し
。
こ
た
つ
に
入
り
て
風
俗
講（

マ
マ
）監

な
ど
繙
読
す
。
今
日
は
日
比
谷

に
沢
田
の
芸
術
葬
と
か
云
ふ
も
の
あ
り
。
勿
論
参
列
せ
ず
。
彼
を
い
た
み
悲
し
む
者

の
行
く
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。

七
月
二
十
八
日

○
今
日
も
暑
し
。
老
母
、
零
一
、
み
ほ
子
、
本
牧
へ
と
て
朝
早
く
家
を
出
づ
。
こ
の

夏
潮
浴
す
る
貸
家
を
探
が
す
た
め
な
り
。

○
歌
舞
伎
座
八
月
狂
言
「
唐
人
お
吉
」
な
ど
少
し
く
校
訂
す
る
。
そ
こ
ゝ
ゝ
に
し
て

松
竹
の
使
に
渡
す
。

○
日
本
海
事
史
料
叢
書
を
読
む
。
午
後
は
晴
翁
漫
筆
。

○
子
供
等
本
牧
よ
り
帰
る
。
や
う
や
く
に
し
て
六
畳
三
畳
二
畳
の
小
家
を
見
付
け
た

り
と
云
ふ
。
こ
の
夏
は
避
暑
者
多
く
、
他
に
は
貸
家
な
し
と
云
ふ
。
当
人
等
さ
へ
間
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に
合
は
ゞ
そ
れ
に
て
も
諦
む
べ
し
。

○
二
十
九
日

○
午
前
二
時
半
頃
、
微
震
あ
り
て
目
覚
む
。
そ
れ
よ
り
睡
眠
を
な
さ
ず
、
四
時
頃
雨

戸
を
繰
る
。

○
今
朝
の
報
知
新
聞
に
麹
町
区
三
年
町
居
住
能ノ

恵エ

留ル

氏
脚
色
の
「
唐
人
お
吉
」
と
い

ふ
も
の
を
来
月
の
歌
舞
伎
座
に
上
演
し
、
自
分
が
演
出
を
な
す
由
の
報
道
あ
り
。
何

の
間
違
に
や
。
或
は
例
の
宣
伝
か
。
若
し
そ
れ
が
事
実
に
て
、
わ
が
作
品
の
上
演
中

止
と
な
ら
ば
わ
が
為
め
に
は
寧
ろ
悦
ぶ
べ
し
。

○
午
前
一
鳳
軒
の
綺
語
文
艸
を
読
む
。

○
午
後
俵
藤
君
来
る
。
新
国
劇
の
将
来
問
題
に
つ
い
て
の
頼
み
な
り
。
沢
田
君
な
き

後
の
俵
藤
君
の
苦
労
察
す
べ
し
。
沢
田
生
存
時
代
に
は
顧
問
の
相
談
役
の
と
て
、
小

遣
銭
を
も
ら
つ
て
彼
の
親
友
顔
せ
る
文
壇
の
何
が
し
く
れ
が
し
、
今
果
し
て
何
の
顔

色
か
あ
る
。

黒
川
君
来
る
。
時
間
の
都
合
あ
る
に
つ
き
、
脚
本
を
も
う
少
し
省
略
し
た
し
と
社
長

の
伝
言
な
り
。
不
快
極
り
な
け
れ
ば
答
へ
ず
。
又
か
ね
て
申
込
み
置
け
る
前
借
承
諾

の
よ
し
な
れ
ど
、
借
入
を
謝
絶
す

○
遠
雷
お
ど
ろ
ゝ
ゝ
し
く
、
炎
熱
如　
レ

燬
。

〇
三
十
日

〇
よ
く
眠
る
。
八
時
頃
起
出
づ
。
会
津
の
伊
藤
君
（
大
庭
恭
平
事
蹟
調
査
謝
礼
）
竹

柴
鷹
二
君
（
血
笑
記
台
本
浄
書
）
等
に
送
金
す
る
。

〇
午
前
、
近
代
歌
謡
集
を
読
む
。
今
日
も
暑
し
。
正
午
頃
九
十
度
に
近
し
。

〇
昼
飯
は
オ
ザ
ワ
の
ラ
イ
ス
カ
レ
イ
。
今
朝
小
児
等
泉
水
の
掃
除
し
た
る
褒
美
な
り
。

〇
午
後
歌
謡
集
読
む
。

三
十
一
日

〇
暑
気
甚
だ
し
。
こ
の
朝
老
母
小
児
等
を
連
れ
て
本
牧
へ
行
く

〇
午
前
午
後
読
書

〇
京
都
大
学
塩
沢
亮
君
（
大
学
院
）
来
訪
。
西
鶴
研
究
の
話
な
ど
聞
く
。
夕
刻
松
本

賛
吉
君
来
ル
。
四
谷
ふ
く
べ
に
て
晩
餐
。
帰
途
久
シ
ぶ
り
江
戸
源
に
立
寄
る

仙
台
お
ち
う
お
ば
よ
り
ホ
ヤ
到
着
。
京
都
頴

（
マ
マ
）原
君
よ
り
京
扇
。
伊
豆
下
田
村
松

翁
よ
り
そ
の
著
「
下
田
に
於
け
る
吉
田
松
陰
」
寄
贈
せ
ら
る
。

〇
八
月
朔
日

〇
朝
の
う
ち
曇
る
。
苦
熱
酷
烈
。

〇
午
前
思
出
草
紙
読
了
。
今
朝
米
沢
よ
り
お
や
そ
伯
母
出
京
の
電
話
あ
り
。
小
児
等

不
在
の
た
め
家
内
整
頓
し
て
広
々
と
し
た
る
や
う
な
れ
ど
、
流
石
に
物
寂
し
。

〇
午
後
読
書
。
塩
沢
君
持
参
の
京
都
虎
屋
の
羊
羹
な
ど
切
ら
す
。

〇
米
沢
み
や
げ
の
山
ヒ
ジ
キ
と
か
云
ふ
蔓
草
の
ひ
た
し
も
の
。
仙
台
の
ホ
ヤ
。

共
に
麦
酒
に
よ
ろ
し
。

〇
午
後
黒
川
君
よ
り
電
話
。
大
谷
氏
頃
日
来
の
こ
と
を
心
配
し
て
、
今
日
来
訪
の
筈

な
り
し
が
晩
酌
の
頃
な
れ
ば
と
て
中
止
し
た
り
と
云
ふ
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〇
二
日

朝
よ
り
暑
し
。

午
前
読
書
。
五
畿
内
志　

泉
州
志
等
。
兄
や
姉
不
在
な
る
た
め
、
せ
つ
子
一
人
さ
び

し
さ
う
な
り
。

午
後
婦
人
倶
楽
部
小
林
君
来
る
。
戯
曲
濁
り
江
を
掲
載
す
る
に
つ
い
て
の
相
談
な
り
。

午
後
読
書
。
午
前
に
同
じ
。

三
日

〇
暑
気
酷
烈
。
人
み
な
喘
ぐ
。
た
ゞ
少
し
今
日
は
風
あ
り
。

〇
午
前
、
手
紙
二
三
通
書
く
。
俵
藤
君
よ
り
電
話
。
牧
野
良
三
君
に
面
会
の
た
め
銀

座
茶
寮
ま
で
来
ら
れ
た
し
と
な
り
。
そ
れ
迄
も
な
し
牧
野
氏
自
宅
を
訪
問
す
べ
し
と

答
ふ
。

〇
午
後
二
時
、
駿
河
台
に
俵
藤
君
と
共
に
牧
野
君
訪
問
。
会
談
二
時
間
ほ
ど
。
新
国

劇
の
た
め
に
菊
池
寛
君
牧
野
君
と
三
人
同
行
し
て
大
谷
社
長
に
依
頼
す
る
こ
と
ゝ
定

む
。
帰
途
楠
林
書
店
を
訪
ふ
。
少
し
く
頼
む
用
件
あ
り
て
な
り
。
イ
ツ
モ
な
が
ら
面

白
か
ら
ぬ
面
付
の
男
な
り
。

〇
四
時
頃
帰
宅
、
竹
早
町
小
学
校
の
前
に
て
鈴
木
氏
亨
君
に
逢
ふ
。
不
在
の
た
め
帰

る
と
こ
ろ
な
り
。
い
ろ
ゝ
ゝ
話
す
。

〇
黒
川
一
君
来
る
。
歌
舞
伎
座
の
稽
古
場
よ
り
台
本
の
事
に
て
来
り
し
な
り
。
鈴
木

君
と
三
人
に
て
家
を
出
て
、
有
楽
町
花
の
茶
屋
に
て
晩
飯
。
黒
川
君
、
一
度
歌
舞
伎

座
に
行
き
し
が
用
事
あ
り
と
て
又
来
ら
ず
。

〇
帰
途
峰
田
君
の
家
（
竹
の
家
）
に
寄
り
て
涼
む
。

〇
楠
林
の
用
事
こ
と
は
り
来
る
。
鈴
木
君
よ
り
メ
ロ
ン
二
箱
送
ら
る

四
日

今
日
も
暑
し
。
午
前
読
書
。
遠
碧
軒
筆（

マ
マ
）記
を
精
読
す
。

午
後
も
同
じ
。
今
日
歌
舞
伎
座
の
初
日
な
り
。
不
参
。

〇
五
日
。

暑
し
。
午
前
、
不
快
な
が
ら
歌
舞
伎
座
脚
本
第
三
幕
結
末
の
修
正
を
書
く
。

〇
正
午
頃
黒
川
君
原
稿
を
と
り
に
来
る
。
同
君
の
わ
れ
に
対
す
る
信
頼
、
近
来
ま
す

〳
〵
そ
の
度
を
越
ゆ
る
や
う
思
は
れ
て
心
苦
し
。

〇
午
後
三
時
過
ぎ
、
ふ
と
思
立
ち
て
本
牧
へ
小
児
等
を
見
に
ゆ
く
。
み
な
健
康
な
り
。

近
所
の
小
料
理
屋
に
う
な
ぎ
な
ど
命
じ
て
晩
食
を
共
に
す
。

暑
苦
し
く
寝
ぐ
る
し
。

〇
六
日

〇
暑
し
。
昨
夜
寝
不
足
の
た
め
頭
重
く
、
午
前
九
時
東
京
に
帰
る
。
家
に
帰
れ
ば
豊

島
の
正
治
さ
ん
暑
中
見
舞
に
来
り
ゐ
る
。

〇
松
竹
よ
り
電
話
。
明
日
午
後
六
時
よ
り
社
長
晩
餐
を
共
に
し
た
し
と
云
ふ
。
此
頃

中
の
こ
と
に
て
心
配
し
て
ゐ
る
な
り
。
い
つ
ま
で
も
す
ね
て
ゐ
る
や
う
で
悪
い
か
ら
、

快
く
応
諾
す
。

〇
粟
屋
愛
亮
君
死
亡
の
通
知
あ
り
。
彼
も
遂
に
晩
年
を
あ
や
ま
り
て
、
考
へ
れ
ば
気

の
毒
な
る
男
よ
。
小
学
校
時
代
の
友
人
又
一
人
へ
る
。
小
森
の
新
次
君
来
る
。
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〇
七
日

〇
あ
つ
し
。
午
前
読
書
。

〇
今
日
大
谷
社
長
と
な
か
な
ほ
り
。
中
州
松
本
と
い
ふ
家
に
て
飲
む
。
帰
途
明
治
座

へ
ま
は
る
。

〇
若
い
役
者
ど
も
に
そ
ゝ
の
か
さ
れ
て
、
芳
町
松
葉
に
行
き
て
飲
む
。
花
柳
、
藤
井
、

松
本
、
英
、
伊
志
井
、
柳
な
ど
来
る
。

家
に
帰
り
し
は
午
前
二
時
な
り
と
云
。

〇
八
日

暑
し
。
こ
の
日
午
後
九
十
七
度
と
い
ふ
。

宿
酔
の
気
味
。
午
前
読
書
。

午
後
歌
舞
伎
座
に
ゆ
く
。
三
場
ほ
ど
見
る
。
脚
色
の
拙
劣
わ
れ
な
が
ら
冷
汗
背
に
あ

ま
ね
し
。

竹
葉
に
て
小
酌
、
九
時
頃
帰
宅

〇
九
日

〇
酷
暑
。
こ
の
朝
京
都
横
沢
某
君
よ
り
西
鶴
置
土
産
註
釈
を
送
り
来
り
て
批
評
を
求

め
ら
る
。
か
な
り
精
細
を
期
し
た
る
や
う
な
れ
ど
至
ら
ざ
る
も
の
多
し　

文
字
に
よ

り
て
西
鶴
を
読
む
弊
な
り

〇
午
後
二
時
、
松
竹
事
務
所
訪
問
。
社
長
と
会
議
す
。
歌
舞
伎
座
九
月
の
相
談
な
り

四
時
頃
帰
宅

夜
井
上
宗
助
君
暑
中
見
舞
に
来
ル
。
遠
雷
、
微
雨

〇
十
日

〇
淇
園
先
師
、
毎
謂
二

読
書
一

曰
、
読
二

了
数
紙
一

、
不
レ

如
三

日
知
二

得
数
字
一

、
此
似
二

迂
回
一

還
甚
便
捷
（
田
中
大
蔵
、
学
資
談
）
わ
れ
の
西
鶴
に
於
け
る
常
に
こ
の
恨
事

あ
り
。

〇
暑
し
。
家
の
な
か
さ
び
し
け
れ
ば
、
本
牧
の
小
児
等
を
二
三
日
帰
宅
せ
し
め
ん
と
、

速
達
便
を
出
さ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
零
一
よ
り
電
話
あ
り
。
そ
の
旨
を
通
す

〇
大
谷
氏
よ
り
電
話
。
唐
人
お
吉
続
演
を
俳
優
に
発
表
の
こ
と
。
又
曰
云
々
。

〇
お
い
ね
亡
母
三
回
忌
今
日
浅
草
の
旦
那
寺
に
て
営
む
と
い
ふ

〇
小
児
等
本
牧
よ
り
帰
る
。
晩
飯
に
は
寿
し
な
ど
と
る
。

〇
十
一
日

暑
熱
依
然
。
午
前
読
書

午
後
三
時
頃
大
谷
氏
来
訪
。
今
日
日
曜
に
て
事
務
所
に
人
な
き
ゆ
ゑ
遊
び
に
来
り
し

と
云
ふ
。
井
上
正
夫
と
築
地
小
劇
場
の
合
併
芝
居
な
ど
の
相
談
あ
り
。

午
後
読
書
。

〇
十
二
日

〇
昨
夜
寝
苦
し
く
、
そ
の
た
め
晏
起
。
暑
し
。

〇
い
ね
、
小
児
等
を
つ
れ
て
本
牧
に
ゆ
く
。
今
日
よ
り
又
執
筆
の
予
定
な
り
。

〇
下
田
、村
松
先
生
来
訪
。芝
居
見
物
の
た
め
な
り
。紀
念
と
し
て
古
瓢
一
顆
送
ら
る
。

松
竹
に
電
話
し
て
そ
れ
ゞ
ゝ
の
準
備
を
た
の
む
。

〇
午
後
四
時
過
よ
り
迅
雷
豪
雨
来
る
。
一
過
す
れ
ば
清
涼
水
の
如
し
。
こ
の
日
処
々
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に
水
害
あ
り
と
云
ふ
。

〇
十
三
日

爽
涼
。
秋
気
頓
に
動
く
。
午
前
唐
人
お
吉
な
ど
考
案
す
。

午
後
和
田
君
を
松
竹
に
や
る
。
金
子
借
入
の
た
め
な
り
。
そ
れ
よ
り
直
に
歌
舞
伎
に

ま
は
ら
せ
村
松
翁
接
待
の
こ
と
を
托
す
。

三
時
過
ぎ
驟
雨
来
る
。
夜
は
雷
鳴
を
頭
上
に
聞
く
。

〇
十
四
日

空
晴
れ
て
暑
し
。
午
前
脚
本
考
案
。
思
は
し
か
ら
ず
。
仙
台
の
諸
寺
に
宇
蘭
盆
の
為

替
を
送
る
。

早
朝
村
松
翁
よ
り
電
話
。
下
田
に
不
幸
あ
り
て
急
遽
帰
村
す
る
と
云
ふ
。
訝
か
し
。

芝
居
を
見
て
気
色
に
て
も
損
じ
た
る
か
。

〇
十
五
日

〇
十
六
日

〇
朝
よ
り
風
雨
は
げ
し
。
大
気
湿
潤
に
し
て
不
快
。
仕
事
出
来
ず
。
雑
書
乱
読
。

〇
午
後
俵
藤
君
来
訪
。
悄
悴
し
て
甚
だ
気
力
な
し
。
同
情
に
堪
へ
ず
。
一
座
の
俳
優

等
も
共
に
苦
し
む
と
雖
も
、
俵
藤
君
の
苦
心
に
は
及
ぶ
筈
な
し
。
何
と
か
し
て
一
座

を
維
持
さ
せ
た
き
も
の
な
れ
ど
も
…
…
。

○
十
七
日

○
暑
気
ま
た
ぶ
り
返
す
。
朝
よ
り
机
に
座
り
た
れ
ど
仕
事
思
ふ
や
う
進
行
せ
ず
。

○
今
朝
、
上
州
中
島
老
母
に
小
使

（
マ
マ
）を
送
ら
せ
る

○
十
八
日

○
暑
し
。
脚
本
を
書
く
。
進
行
遅
々
。

○
藤
井
昇
子
来
る
。（
夜
）

○
十
九
日

○
暑
け
れ
ど
も
少
し
風
あ
り
。
午
前
大
坂
松
竹
の
日
比
君
来
訪
。
寿
三
郎
一
座
の
戯

曲
の
用
事
な
り
。

○
独
乙
飛
行
船
来
る
。

○
本
牧
の
小
児
等
き
げ
ん
よ
ろ
し
き
由
な
り

○
二
十
日

○
二
十
一
日

○
二
十
二
日

○
二
十
三
日
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○
二
十
四
日

○
唐
人
お
吉
改
訂
篇
書
終
る
。
夜
蒲
田
に
井
上
正
夫
君
訪
問
。
新
橋
浜
作
に
て
会
食
。

○
こ
の
日
か
前
日
か
、
小
児
等
本
牧
よ
り
帰
る
。

○
二
十
五
日

○
午
後
三
時
、
事
務
所
に
大
谷
氏
訪
問
。
九
月
下
旬
歌
舞
伎
座
興
行
の
井
上
正
夫
君

一
座
の
相
談
。

○
二
十
六
日

○
江
藤
南
白
を
読
む
。

○
こ
の
夜
禁
酒
。

○
二
十
七
日

○
事
多
く
し
て
十
三
日
来
記
事
を
怠
る
。
暑
け
れ
ど
秋
色
す
で
に
十
分
な
り
。

○
井
上
君
の
た
め
に
江
藤
新
平
を
読
む
。
吉
野
作
造
君
に
使
を
出
し
て
関
係
書
類
借

入
ル
。

○
黒
川
一
君
、
本
郷
座
鼠
小
僧
の
事
に
て
来
る

○
禁
酒

○
二
十
八
日

○
暑
気
甚
シ
。
午
前
巌
谷
三
一
君
来
訪
。
鼠
小
僧
の
演
出
を
頼
み
た
る
た
め
也
。

　

読
書

○
午
後
俵
藤
丈
夫
君
来
訪
。
新
国
劇
九
月
興
行
に
つ
い
て
の
相
談
な
り
。
他
に
慰
め

や
う
も
な
け
れ
ば
、
往
年
新
派
芝
居
逆
境
時
代
の
話
な
ど
し
て
励
ま
す
。
小
説
家
某

君
及
び
某
君
の
こ
と
を
聞
き
て
憤
激
を
感
ず
る
。
沢
正
生
存
時
代
に
は
腰
巾
着
に
な

り
て
、
見
ぐ
る
し
き
ま
で
に
同
座
の
提
灯
持
ち
を
な
せ
る
人
々
な
り
。
そ
の
間
に
て

長
谷
川
伸
君
と
い
ふ
人
、
無
力
な
が
ら
俵
藤
君
の
た
め
に
い
ろ
〳
〵
心
配
し
て
く
れ

る
と
い
ふ
。

こ
の
夜
も
禁
酒
。

○
二
十
九
日

午
前
読
書

○
松
蔦
子
の
懇
請
も
だ
し
難
く
午
前
十
一
時
歌
舞
伎
座
に
唐
人
お
吉
稽
古
見
に
ゆ

く
。
帰
途
松
竹
事
務
所
に
廻
は
り
井
上
君
の
脚
本
決
定
を
大
谷
氏
に
告
ぐ
。
双
手
を

あ
げ
て
賛
成
。
こ
の
夜
も
禁
酒
。（
実
は
ナ
イ
シ
ヨ
に
て
ビ
ー
ル
一
本
）

○
三
十
日

○
午
前
読
書

○
午
後
ふ
と
思
立
ち
て
上
野
韻
松
亭
な
る
鼠
小
僧
の
稽
古
を
見
に
ゆ
く
。
大
谷
社
長

と
出
会
。
井
上
正
夫
君
あ
と
を
追
ふ
て
来
る
。
山
下
支
那
料
理
翠
松
亭
に
て
脚
本
江

藤
新
平
梗
概
を
話
す
。
彼
人
大
よ
ろ
こ
び
。
帰
途
神
楽
坂
東
雲
に
立
寄
り
て
大
酔
。

○
三
十
一
日

○
流
石
に
宿
酔
の
気
味
あ
り
。
再
三
の
電
話
ゆ
ゑ
正
午
近
く
歌
舞
伎
座
舞
台
稽
古
見



49

に
ゆ
く
。
第
三
幕
を
終
り
し
と
こ
ろ
な
り
。
帰
途
ス
キ
ヤ
河
岸
更
科
ニ
テ
ソ
バ
を
食

す
。

○
午
後
四
時
頃
新
潮
社
中
根
駒
十
郎
君
来
訪
。
西
鶴
全
集
の
こ
と
、
並
に
江
藤
新
平

脚
本
の
こ
と
。

夜
は
読
書
。

○
九
月
一
日

○
午
前
晴
。
午
後
曇
り
て
蒸
暑
し
。

○
昼
、
例
年
の
ご
と
く
玄
米
飯
、
ス
イ
ト
ン
、
鮭
の
缶
詰
。

○
終
日
読
書
。
脚
本
材
料
採
拾
。
中
島
四
郎
君
来
る
。
手
賀
沼
の
ぶ
さ
ん
来
る

○
二
日

○
晴
。
あ
つ
し
。
終
日
読
書
、
考
案
ほ
ゞ
成
る
。
午
後
村
松
翁
上
京
の
電
話
あ
り
。

○
夜
黒
川
一
君
、
金
を
と
ゞ
け
来
る
。
い
つ
も
な
が
ら
同
君
の
厚
情
酬
ゆ
る
と
こ
ろ

を
知
ら
ず
。

○
和
田
君
を
村
松
翁
へ
挨
拶
に
や
る

○
三
日

○
暑
し
。
終
日
読
書
。

○
築
地
劇
場
係
の
浅
利
と
い
ふ
人
（
左
団
次
君
の
姻
戚
）
来
る
。
村
松
翁
へ
挨
拶
の

た
め
歌
舞
伎
座
へ
顔
を
出
す
今
日
返
り
初
日
也

○
午
後
七
時
よ
り
上
野
韻
松
亭
へ
鼠
小
僧
の
稽
古
見
に
ゆ
く
。
黒
川
君
と
同
行
、
途

中
京
橋
つ
た
屋
に
て
晩
餐
。
は
か
ら
ず
長
谷
川
君
（
伸
）
渕
田
君
に
逢
ふ
。

十
二
時
頃
帰
宅
。
母
、
ト
ミ
オ
な
ど
カ
ブ
キ
座
よ
り
帰
り
し
と
こ
ろ
な
り
。

山
口
剛
君
よ
り
使
あ
り
、
昨
日
帰
京
の
由
。

○
四
日

○
暑
し
。
読
書
。
少
し
く
頭
痛
を
覚
ゆ
。

○
正
午
俵
藤
君
来
訪
。
内
情
を
聞
く
ほ
ど
気
の
毒
な
り
。
わ
が
心
痛
む
。

○
午
後
五
時
半
、
井
上
正
夫
君
来
る
。
鈴
木
氏
亨
君
を
誘
合
は
せ
て
本
郷
座
に
ゆ
く
。

築
地
の
芝
居
と
い
ふ
も
の
を
初
め
て
見
る
。

○
帰
途
小
雨
を
避
け
て
本
郷
通
の
バ
ア
に
て
ビ
ー
ル
を
傾
く
。
大
谷
社
長
と
面
会
。

○
五
日

○
六
日

暑
し
。

夜
、
本
郷
座
鼠
小
僧
舞
台
稽
古
を
見
て
、
夜
ふ
く
る
ゆ
ゑ
二
幕
に
て
帰
る
。

七
日

終
日
懊
悩
し
て
一
枚
も
書
け
ず
。
本
郷
座
初
日
。
い
ね
、
お
や
そ
伯
母
な
ど
を
や
る
。

村
松
翁
を
招
待
す
。

雨
。
寒
し
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八
日

十
一
月
廿
六
日

　

頭
重
く
不
快
。
横
沢
君
に
送
金
し
て
出
京
を
促
が
す
。
永
代
蔵
注
記
整
理
の
た
め

な
り
。
こ
の
朝
清
水
省
三
君
倉
皇
と
し
て
尋
ね
来
り
門
前
を
掃
き
ゐ
る
老
母
に
菓
子

折
燗
炉
を
托
し
て
去
る
と
云
ふ
。
例
の
疑
獄
事
件
に
て
召
喚
を
う
け
た
る
に
あ
ら
ず

や
。

二
十
七
日

朝
横
沢
君
来
着
。
初
対
面
な
り
。
宿
を
キ
リ
シ
タ
ン
坂
下
に
定
む
。

黒
川
一
君
来
る
。
脚
本
江
藤
新
平
の
出
来
を
よ
ろ
こ
び
て
、
社
長
代
理
に
来
れ
る
な

り
。

こ
の
日
朝
、
米
沢
の
伯
母
、
東
き
た
る
。
夜
横
沢
君
と
西
鶴
輪
講
の
打
合
せ
を
な
す
。

［
頭
書
］
西
鶴
研
究
カ
ー
ド
二
種
注
文
用
紙
水
仙
の
七
十
五
斤

二
十
八
日

終
日
読
書
。
午
後
四
時
よ
り
永
代
蔵
の
講
義
。
一
巻
の
三
を
半
頃
ま
で
終
る
。
午
後

七
時
半
な
り
。
こ
の
日
魚
河
岸
大
誠
に
た
の
み
赤
飯
弁
当
を
つ
く
り
て
、
家
内
一
同

と
共
に
祝
ふ
。
年
来
の
志
望
た
り
し
西
鶴
研
究
に
助
手
を
た
の
み
て
今
日
よ
り
編
纂

に
か
ゝ
る
た
め
に
些
か
心
祝
を
な
す
な
り
。
前
途
は
遠
し
、
成
否
の
程
は
知
り
が
た

き
も
健
康
さ
へ
ゆ
る
さ
ば
、
卒
業
の
時
は
あ
り
と
信
じ
得
る
な
り
。

二
十
九
日

読
書
。
夜
横
沢
君
と
打
合
せ
す
る
。

伯
母
米
沢
へ
帰
る
。

三
十
日

曇
。
微
雨
。
午
前
婦
人
ク
ラ
ブ
に
送
る
た
め
旧
稿
の
脚
本
訂
正
。
こ
れ
も
世
渡
る
た

め
な
り
。

十
二
月
二
十
日

古
人
み
な
六
十
に
し
て
易
を
読
む

さ
と
れ
り
と
い
ふ
も
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ま

牧野良三 3/3，8/3
升沢ちう（仙台おちうおば） 7/31
松本幸四郎 3/7
松本賛吉 1/2，7/31
松本要次郎 8/7
真山東 11/27
真山いね 8/10，8/12，9/7
真山摂子（せつ子） 1/4，8/2
真山（森）とみを 3/3，3/4，9/3
真山ひで 3/4
真山美保（みほ子） 1/4，1/8，7/28
真山零一 1/1，1/4，1/7，7/28，8/10
水守亀之助 1/15
水守こゆゑ（水守君母堂） 1/9
皆川淇園 8/10
峰田 8/3
村口書店 1/25
村松春水 7/31，8/12，8/13，8/14，9/2，9/3，9/7
守田勘弥 3/7

や

やそ（米沢の伯母） 8/1，9/7，11/27，11/29
柳永二郎 8/7
山口剛 12/29，1/8，1/9，1/16，1/18，1/25，1/26，9/3
山本 1/10
横沢憲治 8/9，11/26，11/27，11/29
吉田松陰 7/31
吉野作造 3/4，3/5，8/27

わ

鷲尾雨工 12/29
和田勝一 12/30，12/31，1/2，1/4，1/10，1/15，1/20，3/7，8/13，9/2
綿谷雪 1/9，1/12，1/16，1/26
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ちよ（ちよ女） 1/9，3/5
ちよ（仙台ちよおば） 3/5
唐人お吉 7/28，7/29，8/10，8/13，8/24，8/29
豊島正治 8/6

な

仲木貞一 3/3
中島（上州中島） 8/17
中島四郎 9/1
中根駒十郎 8/31
永見徳太郎 12/30
中村吉蔵 3/3
中村積徳堂 12/28
西沢一鳳（一鳳軒） 7/29
額田六福 1/20
鼠小僧 8/27，8/28，8/30，9/3，9/6
能恵留 7/29
乃木希典 1/15，3/7
のぶ（おのぶ） 3/7
のぶ（手賀沼のぶさん） 9/1
野呂瀬 1/17

は

長谷川伸 8/28，9/3
畠井 1/25
畑中蓼坡 1/11
英太郎 8/7
花柳章太郎 8/7
阪東寿三郎 8/19
菱川師宣 1/7
日比繁治郎 8/19
俵藤丈夫 12/31，1/26，7/29，8/3，8/16，8/28，9/4
福井野紅 12/29
藤井昇 8/7，8/18
孚水画房 12/30，12/31
二神文六 3/3
渕田 9/3
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岡本かく（岡本霊華夫人） 1/16
岡本霊華 1/16，1/17
翁久允 3/5
小栗儀造 1/6
尾崎久弥 12/30，1/5，3/4

か

菊池寛 3/3，8/3
楠林書店 8/3
国木田みどり 3/3
黒川道祐（遠碧軒） 8/4
黒川一 12/30，1/19，7/29，8/1，8/3，8/5，8/27，9/2，9/3，11/27
小林 8/2
小森新次 8/6

さ

桜井忠温 1/15
指方 12/30，12/31，1/2，1/26，3/6
佐藤 1/10
佐藤紅緑 1/17
佐藤鶴吉 12/29
沢田正二郎（沢正） 1/8，3/3，3/4，3/6，3/7，3/8，7/29，8/28
塩沢亮 7/31，8/1
島中雄作 1/11
清水省三 11/26
松竹（松竹事務所・事務所） 7/28，8/6，8/9，8/11，8/12，8/13，8/25，8/29
白石慶三 1/13
新潮社 8/31
鈴木氏亨 12/29，12/31，1/8，1/11，1/25，8/3，9/4
鈴木敏也 1/19

た

高橋菊三郎 1/2，1/6
竹柴鷹二 7/30
伊達宗重（伊達安芸） 1/16
田中大蔵 8/10
中央公論社 1/10，1/11
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人名索引

凡例

・ 配列は姓名の五十音順とした。姓あるいは名のいずれか一方のみしか判明しない人物につい
ても、その読みに従って配列した。

・姓名の読みは推定のものも含む。
・歴史上の人物については、広く知られている呼称を項目に立てた。
・ 利用の便を考慮し、作品名に含まれる人名、出版社名や書店名なども採録した。
・ 姓や名の記載を伴わない普通名詞は、特定の人物・組織を指すと推定されても、一部の例外

を除き立項・採録しないことを原則とした。
・ 日記の記事において索引項目とは異なる呼称が使用されている場合や、同姓あるいは同名の

人物を区別する必要がある場合などは、補足の情報を（　）に入れて示した。

人名	 日記月日

あ

浅倉寅雄 1/16，1/20
浅利鶴雄 9/3
粟屋愛亮 8/6
伊志井寛 8/7
市川左団次 9/3
市川松蔦 8/29
伊藤 7/30
伊藤茂雄 1/2
伊藤伸子 3/4
井上宗助 8/9
井上正夫 8/11，8/24，8/25，8/27，8/29，8/30，9/4
井原西鶴 12/28，12/29，1/1，1/2，1/3，1/4，1/5，1/7，1/9，1/10，

1/11，1/12，1/17，1/19，1/20，1/26，7/31，8/9，8/10，
8/31，11/27，11/28

巌谷三一 8/28
宇野四郎 3/7
梅本 1/3
江藤新平（江藤南白） 8/26，8/27，8/30，8/31，11/27
潁原退蔵 7/31
大坂松竹 8/19
大谷竹次郎（社長） 8/1，8/3，8/6，8/7，8/9，8/10，8/11，8/25，8/29，8/30，

9/4，11/27
大庭恭平 7/30


